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引き続きグループの経営基盤強化に努め、

活発な営業活動により

通期業績予想達 成に向けて邁 進いたします。

　株 主の皆様には、平素より格別のご 高 配を賜り厚く御礼申

し上げます。

　2014年8月期第２四半期連結累計期間（2013年8月21日～

2014年2月20日）のケイティケイグループの決算が終了いたしま

したので、ここにご報告申し上げます。

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導

による経済政策や日本銀行の金融緩和策が下支えする中で、企

業収益や個人消費が改善に向かうなど、景気は緩やかながらも

回復しつつあります。しかしながら、消費増税後の景気減速懸念

もあり、地方経済や中小企業においては、景気の先行きは依然と

して不透明な状況で推移しております。

　このような状況のもと、当社グループは今期第１四半期より敷

いた新たな営業体制を軸に顧客接点の強化を図り、引き続きお

客様の立場に立ったきめ細かな営業活動を展開しました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は連結子

会社2社の増加があり、8,557百万円（前年同期比109.0％増）と

株主の皆様へ 

なりました。営業損失は80百万円（前年同期は2百万円の営業損

失）、経常損失は70百万円（前年同期は１百万円の経常損失）、

四半期純損失は75百万円（前年同期は24百万円の純利益）とな

りました。

　なお、当社の連結子会社である株式会社青雲クラウンは、多くの

顧客の年度末及び年度始めにあたる当社第３四半期連結会計期間

以降に売上高が多く計上されるという季節的変動があります。

　中間配当金につきましては、誠に遺憾ではございますが、2013

年10月3日に発表しました通り無配とさせて頂きます。

　今後は、引き続き積極的な営業活動により既存顧客の維持並び

に新規顧客の獲得に努めるとともに、グループ全体でさらなるコス

ト圧縮と連携強化を図り、通期業績予想数値の達成に邁進する所存

でございます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を

賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

青山 英生

売 上 高

単位(百万円）

単位(百万円）

2013/8 2014/8

8,557

17,030
（ 予 想 ）

0

4,095

12,491

営 業 利 益  通期上半期

単位(百万円） 通期上半期

通期上半期当期純利益 

2013/8

0

2014/8

-2

147

24
1

-80

50
（予想）

-75

11
（予想）

2,507 2,445

7,915 8,085

営業利益・当期純利益  

総資産・純資産

2013/8 2014/2
0

総資産 純資産
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当社が所属する「日本カートリッジリサイクル工業会（ＡＪＣＲ）」が
一般社団法人として認定されました。

現在、日本のリサイクルトナー市場においては、海外からトナーカー

トリッジの模倣品（商標権・知的財産権を侵害するコピー商品）が

国内に流入するという忌々しき事態が生じております。また、模倣

品と知らずにネット通販などで安易に購入されたお客様先でのプリ

ンタートラブルも後を絶ちません。もし知らずに使っていたとして

も、商標権・知的財産権を侵害する模倣品の使用は、企業としてブ

ランドイメージの棄損につながる恐れもありますので、その点も注

意が必要です。当社は上場企業の責務である公明正大かつ透明性

を持った企業として、模倣品を排除し出所の明らかなトナーカート

リッジのみを再生するという姿勢を貫いています。

プリンターのトナーカートリッジリサイクル事業を行う国内外の製造業・

関連企業の会員で構成された我が国唯一の工業団体が、当社も加盟する

日本カートリッジリサイクル工業会（ＡＪＣＲ）です。リサイクルトナーカー

トリッジを通して環境保護に貢献することを目的に1999年に設立され、

今年で15周年を迎えました。当社は設立時より参加し、創業者である現

最高顧問の加藤が会長（現顧問）、現社長の青山が副会長（現職）を務め

るなど、ＡＪＣＲと歩調を合わせ、リサイクルトナーの社会的意義の啓蒙と

普及に寄与してまいりました。この4月には一般社団法人化され、これに

より、さらに社会的責任を伴った団体として、今後の活動がますます重要

になってきています。

ハッスル 情報

TOPICS

当社のリパックトナーは、自社工場での
厳しい管理のもと再生された
「安心・安全」な製品です。

当社のリパックトナーは、自社工場での
厳しい管理のもと再生された
「安心・安全」な製品です。

トナーカートリッジ模倣品シャットアウト宣言！

「＠Securemail」シリーズによる売上高が増加したものの、大型ホスティング案件の

終了と旧サービスの契約変更により売上減の影響を受けました。この結果、売上高は101

百万円となりました。
（前第 2 四半期売上高 120 百万円）

IT商品 101

主力商品であるリパックトナーは、平均販売単価は下落したものの、販売本数は

反転基調に転じ増加しました。この結果、売上高は 1,043 百万円となりました。

（前第2四半期売上高 1,038百万円）

純正トナー、純正インクなどのサプライ用品のほか、PPC 用紙、ビジネスフォーム

等の紙製品の販売が順調に推移し、売上高は 2,628 百万円となりました。

（前第2四半期売上高 2,501百万円）

主に文具事務用品の販売によるもので、連結子会社の株式会社青雲クラウン、

SBMソリューション株式会社の売上が加わり、売上高は 4,783 百万円となりました。

（前第 2 四半期売上高 434 百万円）

リサイクル商品

OAサプライ商品

その他商品

● リパックトナー　● リパックリボン品  目

● 純正トナー　● PPC用紙　● ロールペーパー　● 純正インク　● ビジネスフォーム　etc.品  目

● 文具事務用品　● 電化製品  etc.品  目

● メールセキュリティ　● レンタルサーバ　● ウィルスソフト  etc.品  目

1,043 12.2%

30.7%

55.9%

1.2%

2,628

4,783

品目別の概況 連結

サプライ事業

ソリューション事業
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　科　目
当第2四半期累計

2013年8月21日～
2014年2月20日

前第2四半期累計
2012年8月21日～
2013年2月20日

売上高 8,557,538 4,095,312

売上原価 6,886,806 3,078,661

売上総利益 1,670,731 1,016,651

販売費及び一般管理費 1,750,870 1,019,267

営業損失（△） △ 80,139 △ 2,615

営業外収益 50,094 7,172

営業外費用 40,827 6,310

経常損失（△） △ 70,872 △ 1,753

特別利益 12,198 26,297

特別損失 43,802 260

税金等調整前四半期純利益  
又は税金等調整前四半期純損失（△）

△102,476 24,283

法人税、住民税及び事業税 4,495 6,987

法人税等調整額 △ 31,945 △ 7,077

法人税等合計 △ 27,449 △ 90

少数株主損益調整前四半期純利益  
又は少数株主損益調整前四半期純損失（△）

△ 75,027 24,373

四半期純利益又は四半期純損失（△） △ 75,027 24,373

 

　科　目
当第2四半期累計

2013年8月21日～
2014年2月20日

前第2四半期累計
2012年8月21日～
2013年2月20日

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 332,305 144,485

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 72,555 549,661

財務活動によるキャッシュ・フロー 290,952 △ 62,153

現金及び現金同等物の増減額 △ 113,908 631,993

現金及び現金同等物の期首残高 1,484,686 734,128

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,370,777 1,366,121

（単位：千円）

 

（単位：千円）

　科　目 当第２四半期末
2014年2月20日

前期末
2013年8月20日

資産の部

流動資産 5,285,379

　現金及び預金 1,825,052

　受取手形及び売掛金 2,723,327

　有価証券 21,003

　商品及び製品 550,804

　仕掛品 447

　原材料及び貯蔵品 57,827

　その他 111,110

　貸倒引当金 △ 4,194

固定資産 2,799,707

　有形固定資産 1,498,782

　無形固定資産 228,635

　投資その他の資産 1,072,289

　資産合計 8,085,087

負債の部

流動負債 4,859,288

　支払手形及び買掛金 2,905,473

　短期借入金 1,510,041

　未払法人税等 6,818

　その他 436,954

固定負債 780,095

　長期借入金 588,093

　役員退職慰労引当金 78,244

　その他 113,757

　負債合計 5,639,383

純資産の部

株主資本 2,402,501

　資本金 294,675

　資本剰余金 708,475

　利益剰余金 1,445,770

　自己株式 △ 46,419

その他の包括利益累計額 43,202

　純資産合計 2,445,703

　負債純資産合計 8,085,087

5,218,879

1,924,197

2,535,410

20,998

536,933

2,972

65,872

137,036

△ 4,542

2,696,793

1,638,776

227,590

830,426

7,915,672

4,706,033

2,875,907

1,384,582

20,621

424,922

702,414

404,928

183,405

114,081

5,408,447

2,488,973

294,675

708,475

1,532,242

△ 46,419

18,251

2,507,225

7,915,672

 

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

四半期連結財務諸表  要約

四半期連結貸借対照表
 

（単位：千円）四半期連結損益計算書

（2014年2月20日現在） 

（2014年3月20日現在）

代表取締役社長 青 山 　 英 生

常 務 取 締 役 木 村 　 裕 史

取　　締　　役 赤 羽 　 　 聡

取　　締　　役 武 井 　 　 修

常 勤 監 査 役 脇 之 薗 　 修

監　　査　　役 長 井 　 和 男

監　　査　　役 鈴 木 　 智 洋

会社概要 取締役及び監査役

設　  立 1971年6月29日

資 本 金 2億9,467万円

従業員数
（連結）

372名
（注）従業員数は、就業人数であり、使用人兼務役員

3名及び 嘱託社員・派遣社員・パートタイマーの
期中平均雇用人数139名は含んでおりません。

事業内容 リサイクル商品、OAサプライ商品、
IT商品等のオフィス関連商品の販売

株式の状況

大株主（上位10名）
発行可能株式総数 ……12,000,000株
発行済株式総数 ……… 5,875,000株
株　主　数 …………………… 876名

株主名 持株数（株）

1 加藤道明   …………………………… 870,200

2 青山英生   …………………………… 769,400

3 青雲堂株式会社   …………………… 440,000

4 名古屋中小企業投資育成株式会社 … 400,000

5 川島和之   …………………………… 229,000

6 伊藤主計   …………………………… 223,500

7 青山正幸   …………………………… 183,000

8 青山知広   …………………………… 170,000

9 ケイティケイ株式会社   …………… 152,815

10 青山深雪   …………………………… 130,000

有所有者別・所有株数別分布状況

会社及び株式の概況

所有者別

個人・その他
金融機関
その他国内法人
外国人
証券会社
自己名義

94.5%
1.5%
2.2%
0.2%
1.5%
0.1%

31.2%
31.7%

6.2%
20.9%

3.1%
4.6%
1.0%
1.1%
0.2%

（1単元100株）

100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上5,000株未満
5,000株以上10,000株未満
10,000株以上50,000株未満
50,000株以上100,000株未満
100,000株以上500,000株未満
500,000株以上

所有株数別

5

010_0122801602604.indd   5 2014/04/14   20:19:46



　科　目
当第2四半期累計

2013年8月21日～
2014年2月20日

前第2四半期累計
2012年8月21日～
2013年2月20日

売上高 8,557,538 4,095,312

売上原価 6,886,806 3,078,661

売上総利益 1,670,731 1,016,651

販売費及び一般管理費 1,750,870 1,019,267

営業損失（△） △ 80,139 △ 2,615

営業外収益 50,094 7,172

営業外費用 40,827 6,310

経常損失（△） △ 70,872 △ 1,753

特別利益 12,198 26,297

特別損失 43,802 260

税金等調整前四半期純利益  
又は税金等調整前四半期純損失（△）

△102,476 24,283

法人税、住民税及び事業税 4,495 6,987

法人税等調整額 △ 31,945 △ 7,077

法人税等合計 △ 27,449 △ 90

少数株主損益調整前四半期純利益  
又は少数株主損益調整前四半期純損失（△）

△ 75,027 24,373

四半期純利益又は四半期純損失（△） △ 75,027 24,373

 

　科　目
当第2四半期累計

2013年8月21日～
2014年2月20日

前第2四半期累計
2012年8月21日～
2013年2月20日

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 332,305 144,485

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 72,555 549,661

財務活動によるキャッシュ・フロー 290,952 △ 62,153

現金及び現金同等物の増減額 △ 113,908 631,993

現金及び現金同等物の期首残高 1,484,686 734,128

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,370,777 1,366,121

（単位：千円）

 

（単位：千円）

　科　目 当第２四半期末
2014年2月20日

前期末
2013年8月20日

資産の部

流動資産 5,285,379

　現金及び預金 1,825,052

　受取手形及び売掛金 2,723,327

　有価証券 21,003

　商品及び製品 550,804

　仕掛品 447

　原材料及び貯蔵品 57,827

　その他 111,110

　貸倒引当金 △ 4,194

固定資産 2,799,707

　有形固定資産 1,498,782

　無形固定資産 228,635

　投資その他の資産 1,072,289

　資産合計 8,085,087

負債の部

流動負債 4,859,288

　支払手形及び買掛金 2,905,473

　短期借入金 1,510,041

　未払法人税等 6,818

　その他 436,954

固定負債 780,095

　長期借入金 588,093

　役員退職慰労引当金 78,244

　その他 113,757

　負債合計 5,639,383

純資産の部

株主資本 2,402,501

　資本金 294,675

　資本剰余金 708,475

　利益剰余金 1,445,770

　自己株式 △ 46,419

その他の包括利益累計額 43,202

　純資産合計 2,445,703

　負債純資産合計 8,085,087

5,218,879

1,924,197

2,535,410

20,998

536,933

2,972

65,872

137,036

△ 4,542

2,696,793

1,638,776

227,590

830,426

7,915,672

4,706,033

2,875,907

1,384,582

20,621

424,922

702,414

404,928

183,405

114,081

5,408,447

2,488,973

294,675

708,475

1,532,242

△ 46,419

18,251

2,507,225

7,915,672

 

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

四半期連結財務諸表  要約

四半期連結貸借対照表
 

（単位：千円）四半期連結損益計算書

（2014年2月20日現在） 

（2014年3月20日現在）

代表取締役社長 青 山 　 英 生

常 務 取 締 役 木 村 　 裕 史

取　　締　　役 赤 羽 　 　 聡

取　　締　　役 武 井 　 　 修

常 勤 監 査 役 脇 之 薗 　 修

監　　査　　役 長 井 　 和 男

監　　査　　役 鈴 木 　 智 洋

会社概要 取締役及び監査役

設　  立 1971年6月29日

資 本 金 2億9,467万円

従業員数
（連結）

372名
（注）従業員数は、就業人数であり、使用人兼務役員

3名及び 嘱託社員・派遣社員・パートタイマーの
期中平均雇用人数139名は含んでおりません。

事業内容 リサイクル商品、OAサプライ商品、
IT商品等のオフィス関連商品の販売

株式の状況

大株主（上位10名）
発行可能株式総数 ……12,000,000株
発行済株式総数 ……… 5,875,000株
株　主　数 …………………… 876名

株主名 持株数（株）

1 加藤道明   …………………………… 870,200

2 青山英生   …………………………… 769,400

3 青雲堂株式会社   …………………… 440,000

4 名古屋中小企業投資育成株式会社 … 400,000

5 川島和之   …………………………… 229,000

6 伊藤主計   …………………………… 223,500

7 青山正幸   …………………………… 183,000

8 青山知広   …………………………… 170,000

9 ケイティケイ株式会社   …………… 152,815

10 青山深雪   …………………………… 130,000

有所有者別・所有株数別分布状況

会社及び株式の概況

所有者別

個人・その他
金融機関
その他国内法人
外国人
証券会社
自己名義

94.5%
1.5%
2.2%
0.2%
1.5%
0.1%

31.2%
31.7%

6.2%
20.9%

3.1%
4.6%
1.0%
1.1%
0.2%

（1単元100株）

100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上5,000株未満
5,000株以上10,000株未満
10,000株以上50,000株未満
50,000株以上100,000株未満
100,000株以上500,000株未満
500,000株以上

所有株数別
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〒461－0001　名古屋市東区泉二丁目3番3号
TEL. 052－931－1881（代表）　FAX. 052－932－5459
http://www.ktk.gr.jp/ 環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを使用して印刷しています。

○ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について

　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特
別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○ 未払配当金の支払について

　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株 主 メ モ

事 業 年 度 毎年8月21日から
翌年8月20日まで

定 時 株 主 総 会 毎年11月

剰余金の配当の基準日 期末配当　毎年8月20日
中間配当　毎年2月20日

単 元 株 式 数 100株

証 券 コ ー ド 3035

上場金融商品取引所 東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）

公 告 方 法 電子公告　http://www.ktk.gr.jp/
ただし電子公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行います。

株 式 事 務 の 取 扱

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120－782－031（フリーダイヤル）
※ 取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の

本店及び全国各支店で行っております。
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